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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 久保田 折茂 久保田 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 久保田 久保田 折茂

小

児

科

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
江戸川区南葛西２－１２－１

かさい保健医療福祉ビル４Ｆ

電話・5679-7 13 0 FAX・5679-7131

郵便振替口座番号：00170-8-393711

2013年 6月10日 第30号

８

◆休診日は日曜・祭日・年末年始（12月30日～１月３日）
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 内科 松村所長 畔上 松村所長
大島(皮膚科）

松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長
皮膚のみ11：

30受付終了

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30

分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

中村麻理衣
(糖尿病・内科)
糖尿病は予約制

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗
(内科)
恩田圭司
(整形)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
高宮智正
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

中島孝敏
(内科)
榎本信行
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

恩田圭司
(整形)

休診
大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 原野 元田

午後
14時～17時

神山
(糖尿病)

高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口
↓

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑
バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井街道

一之
江駅

浦安方面→内

科

市川方面→

本八
幡方
面→

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、
５
月

19
日
に
栃
木
県
の
益
子
町
へ
日
帰

り
の
い
ち
ご
狩
り
バ
ス
旅
行
を
行

な
い
ま
し
た
。

松
島
中
央
、
葛
西
地
域
を
中
心

に
バ
ス
２
台
で
85
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

前
日
の
雨
天
予
想
を
く
つ
が
え

し
、
好
天
に
恵
ま
れ
て
気
分
そ
う

快
で
バ
ス
は
出
発
。
ガ
イ
ド
さ
ん

の
コ
ー
ス
案
内
を
受
け
な
が
ら
歌

集
を
手
に
「
青
い
山
脈
」
の
歌
声

が
は
ず
み
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
益
子
町
へ
。

酒
蔵
見
学
や
益
子
随
一
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
益
子
焼
共

販
セ
ン
タ
ー
」
で
買
物
。
そ
し

て
う
っ
そ
う
と
茂
っ
た
木
々
と

み
ど
り
の
中
で
の
「
ホ
テ
ル
益

子
館
」
で
お
食
事
と
入
浴
を
楽

し
ん
だ
あ
と
、
全
国
一
生
産
量

を
誇
る
「
Ｊ
Ａ
は
が
野
い
ち
ご

団
地
」
へ
。
生
産
農
家
の
案
内

で
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
へ
到
着
。
完

熟
の
「
と
ち
お
と
め
」
の
食
べ
放

題
。
20
ヶ
は
軽
く
、
40
ヶ
は
食
べ

た
か
な
あ
と
い
う
人
も
。

販
売
所
で
摘
み
た
て
の
い
ち
ご
を

お
み
や
げ
に
帰
路
へ
。

日
帰
り
は
手
軽
な
旅
で
参
加
し

や
す
い
、
緑
い
っ
ぱ
い
で
心
身
が

清
め
ら
れ
た
感
じ
、
何
だ
か
優
し

い
心
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
、
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
と
焼
き
物
の
里
・益
子
町
へ

友
の
会
が
日
帰
り
バ
ス
旅
行

い
ち
ご
狩
り
旅
行
が
縁
で

知
り
合
っ
た
大
正
1 5
年

生
ま
れ

い
ち
ご
狩
り
バ
ス
旅
行
が
縁
で

知
り
合
っ
た
、
猿
田
た
け
よ
さ
ん
、

伊
藤
照
子
さ
ん
、
小
池
文
子
さ
ん

の
３
人
が
大
正

15
年
生
れ
（
ト

ラ
年
）
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、

「
ト
ラ
の
会
」
で
も
作
っ
て
交
流

し
よ
う
…
と
話
し
が
は
ず
み
ま
し

た
。
３
人
は
来
年
「
米
寿
」
を
迎

え
ま
す
。
友
の
会
々
員
の
中
に
も

ト
ラ
年
生
れ
の
方
が
い
る
と
思
う

の
で
「
ト
ラ
の
会
」
づ
く
り
を
呼

び
か
け
よ
う
よ
…
と
の
声
が
出
て

い
る
そ
う
で
す
。

次
の
週
（
５
／
27
）
の
さ
わ
や

か
喫
茶
で
「
私
も
大
正
15
年
生

れ
ヨ
」
と
声
を
か
け
た
佐
久
間

ク
ニ
子
さ
ん
（
左
）
と
猿
田
た

け
よ
さ
ん
、
伊
藤
照
子
さ
ん
。

いちごハウスの中で。甘いかな？

益子焼共販センター前の狸の焼き物と一緒に

この茶碗いいね…
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４
月
28
日
、
午
後
か
ら
区

内
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
参

加
し
ま
し
た
。

街
路
樹
等
、
緑
化
の
状
況

と
自
転
車
道
路
・
レ
ー
ン
の

実
態
を
見
て
回
る
と
い
う
も

の
で
、
友
の
会
と
公
害
患
者

会
、
江
戸
川
大
気
汚
染
を
な

く
す
会
の
共
同
企
画
。
今
回

で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

前
回
は
、
一
昨
年
の
大
震

災
の
直
後
に
実
施
し
、
同
行

予
定
だ
っ
た
都
の
職
員
の
方

は
震
災
対
応
で
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
都
の

公
園
緑
地
課
か
ら
２
名
の
職

員
も
参
加
し
、
合
計
で
30
名

が
大
型
バ
ス
に
乗
っ
て
、
区

内
と
江
東
区
の
一

部
（
葛
西
み
な
み

診
療
所
↓
環
七
通

り
↓
新
大
橋
通
り

↓
京
葉
道
路
↓
千

葉
街
道
↓
環
七
通

り
↓
京
葉
道
路
↓

船
堀
街
道
↓
清
砂

大
橋
通
り
↓
左
近

通
り
↓
葛
西
み
な

み
診
療
所
）
を
巡

り
ま
し
た
。
車
中
、

要
所
・
要
所
で
は

バ
ス
か
ら
降
り
て
、
大
気
汚

染
を
な
く
す
会
の
大
越
稔
秋

さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
。
毎
回
、

大
越
さ
ん
の
博
識
と
熱
意
に

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

街
路
樹
の
充
実
に
は
、
都

も
江
戸
川
区
も
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
落
葉

樹
が
多
く
、
大
気
浄
化
と
災

害
時
の
延
焼
防
止
の
観
点
か

ら
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
後
の
懇

談
会
で
は
常
緑
樹
へ
の
切
り

替
え
を
要
請
し
ま
し
た
。
ま

た
、
せ
っ
か
く
植
え
た
中
木

に
枯
れ
た
も
の
が
か
な
り
あ
っ

た
り
、
場
所
に
よ
り
、
緑
化

の
程
度
に
随
分
差
が
あ
っ
た

り
、
ま
だ
ま
だ
改
善
が
必
要

の
よ
う
で
す
。

自
転
車
道
路
に
つ
い
て
は
、

本
当
に
こ
れ
か
ら
と
い
う
状

態
。
整
備
さ
れ
て
い
る
道
路

が
絶
対
的
に
少
な
い
上
、
自

転
車
レ
ー
ン
が
あ
っ
て
も
、

狭
す
ぎ
て
、
怖
く
て
利
用
し

た
く
な
い
よ
う
な
場
所
や
駐

車
が
多
い
な
ど
。
自
転
車
利

用
者
の
マ
ナ
ー
の
問
題
も
含

め
、
課
題
は
大
き
い
と
再
認

識
し
ま
し
た
。
（
太
田
）

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助け

になるのです。

なぎさ薬局
TEL03- 56 79- 71 37／ FAX03-5679-7138

昨年から全国で風疹が流行しています。昨年 1

年間の報告数は約 2400 人(一昨年の 6 ～ 7 倍)、今

年は 4月現在で約 4800 人に達しています。ワクチ

ン接種があまりできなかった 20 ～ 40 代の男性が

流行の中心です。風疹ワクチンの定期予防接種は

昭和 52 年度から開始されましたが、当時は予防接

種の対象が中学生の女子のみであったことが主な

原因のようです。

風疹は風疹ウイルスによる感染症です。発熱、

リンパ節の腫れ、顔面から始まる全身性の発疹(３

～ 5 日で消えます)が主な症状です。感染経路は咳

やくしゃみによる飛沫感染です。潜伏期は２～３

週です。発疹出現数日前～出現後 7 日間は感染の

可能性があり、発疹が消えるまで登校停止になり

ます。

診断は採血で風疹抗体が検出されれば可能です

が時間がかかるので、実際には臨床症状や流行状

況にて判断します。

風疹に対する特効薬はなく、解熱剤など対症療

法になります。

予防としては、とにかくうがい・手洗いをしっ

かりしましょう。麻疹と風疹の混合ワクチン（Ｍ

Ｒワクチン）をⅠ期（生後 12ヶ月～ 24ヶ月）、Ⅱ

期(5 歳～ 7 歳で小学校入学前)、Ⅲ期(中学１年)、

Ⅳ期(高校３年)にうちます。

妊娠早期の風疹感染にて先天性風疹症候群(難聴、

視力障害、心臓病など)が起こる可能性があります。

罹患歴やワクチン接種歴が不明の場合は、妊娠前

の風疹抗体検査が必要です。抗体陰性の場合はワ

クチン接種をすべきです。

19 歳以上の方で、妊娠を

予定又は希望している方

や妊娠している女性の夫

(子の父親)は無料となり

ます。

編
集
後
記

▼
「
友
の
会
だ
よ
り
」
の
４･

５
ペ
ー

ジ
の
下
欄
は
、
う
た
ご
え
喫
茶
を
は

じ
め
各
サ
ー
ク
ル
や
集
ま
り
の
案
内

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
友
の

会
が
一
つ
に
な
っ
た
２
年
ぐ
ら
い
前

か
ら
一
つ
二
つ
と
増
え
、
い
つ
の
間

に
か
、
案
内
の
定
位
置
に
▼
間
違
っ

た
日
に
ち
を
掲
載
し
て
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
も
度
々
。
ほ
ん
と

に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
れ

だ
け
良
く
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
が
判
り
編
集
部
と
し
て
嬉
し
い

こ
と
で
す
▼
私
も
参
加
し
て
い
る
着

物
リ
メ
イ
ク
で
は
次
々
新
し
い
方
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
縫
い
物
好
き
が
結

構
多
い
よ
う
で
ほ
ん
と
に
楽
し
そ
う

に
や
っ
て
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と
に

夢
中
に
な
れ
る
っ
て
健
康
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
▼
最
近
で

き
た
一
之
江
の
た
ま
り
場
で
も
小
物

作
り
や
体
操
を
定
期
的
に
始
め
ま
し

た
▼
サ
ー
ク
ル
が
増
え
る
の
は
友
の

会
活
動
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る

証
明
で
す
。

（
森
岡
）

役立つ健康メモ⑩

「風疹（三日ばしか）」

新小岩診療所 田村倫朗

落
葉
樹
か
ら

常
緑
樹
へ
の

切
り
替
え
を

―
第
３
回
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
―

都の職員と懇談会

原
水
爆
禁
止
江
戸
川
協
議
会

（
江
戸
川
原
水
協
）
２
０
１
３

年
度
の
総
会
が
５
月
17
日
江

戸
川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ひ
ら
か

れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
①
２
０
１
５
年
４

月
ま
で
核
兵
器
を
な
く
す
ア
ピ
ー

ル
署
名
９
万
筆
（
区
民
の

15

％
）
を
集
め
る
。
②
国
民
平
和

行
進
を
成
功
さ
せ
、
原
水
禁
世

界
大
会･

長
崎
大
会
に
多
数
の

区
民
参
加
を
呼
び
か
け
る
。
③

原
発
ゼ
ロ
、
放
射
能
被
害
根
絶

め
ざ
ず
活
動
を
す
す
め
る
。
④

被
爆
者
を
支
援
し
、
戦
争
展
を

成
功
さ
せ
る
。
⑤
３
・
１
ビ
キ

ニ
デ
ー
集
会
の
意
義
を
知
ら
せ
、

区
民
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
な

ど
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。総

会
終
了
後
は
、
日
本
原
水

協
の
土
田
弥
生
さ
ん
の
講
演

「
大
き
く
前
進
す
る
世
界
の
核

兵
器
廃
絶
運
動
―
私
た
ち
の
課

題
」
を
き
き
ま
し
た
。
３
月
に

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
都
オ
ス
ロ
に

「
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
問
い
、

核
兵
器
を
禁
止
す
る
流
れ
を
加

速
さ
せ
よ
う
」
と
集
ま
っ
た
、

世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
政
府
代
表
に

よ
る
国
際
会
議
で
の
内
容
を
中

心
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
重
要
な
の
は
「
非
人
道
性

の
流
れ
を
市
民
社
会
に
訴
え
る

こ
と
」
だ
と
、
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

核
兵
器
な
く
す
署
名
を
広
げ
よ
う

〜
江
戸
川
原
水
協
が
総
会
〜

環七通り、街路樹について説明する大越さん(左）



ド
イ
ツ
公
演
は
二
つ
の
街

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
つ

目
は
東
南
部
チ
ェ
コ
と
国
境

を
接
す
る
ホ
ー
フ
市
。
人
口

５
万
ほ
ど
の
小
さ
な
都
市
。

二
つ
目
は
ラ
イ
ン
川
下
流

の
工
業
地
帯
の
都
市
、
テ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
。
人
口
も
ホ
ー

フ
市
の
10
倍
以
上
の
57
万
人
。

芸
術
の
街
と
し
て
も
栄
え
、

ハ
イ
ネ
や
シ
ュ
ー
マ
ン
な
ど

が
活
躍
し
た
街
。

そ
れ
ぞ
れ
地
元
合
唱
団
と

の
共
演
が
実
現
し
、
ホ
ー
フ

で
は
、
反
原
発
活
動
家
と
地

中
熱
の
研
究
者

を
招
い
て
環
境

問
題
の
学
習
会

を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ホ
ー
フ
室
内

合
唱
団
は
15
人

で
歌
い
手
の
ピ
ッ
チ
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
し
た
。

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
合
唱

団
は
50
人
を
超
え
る
年
齢
層

の
幅
広
い
合
唱
団
で
訓
練
さ

れ
た
声
も
あ
る
が
、
多
く
は

そ
の
ま
ま
の
声
を
出
し
て
歌
っ

て
い
ま
し
た
。

演
奏
会
の
第
二
部
で
は

「
フ
ル
サ
ト
」
「
鐘
」
「
石
」

な
ど
合
唱
。
司
会
者
の
口
か

ら
「
フ
ク
シ
マ
」
「
ヒ
ロ
シ

マ･

ナ
ガ
サ
キ
」
と
い
う
言
葉

が
で
る
と
客
席
の
空
気
が
変

り
、
曲
の
解
説
に
う
な
づ
い

た
り
、
涙
ぐ
み
な
が
ら
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
の

合
同
演
奏
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
。
会
場

の
人
た
ち
の
思
い
が
ひ
と
つ

に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。５

泊
７
日
の
旅
で
ド
イ
ツ

社
会
の
生
活
状
況
も
少
し
わ

か
り
ま
し
た
。
消
費
税
は
19

％
で
す
が
、
食
料
品
な
ど
は

７
％
。
お
み
や
げ
品
の
買
い

物
レ
シ
ー
ト
を
見
た
ら
19
％

と
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
が
行
き
届
い
て
い
る

の
で
老
後
の
心

配
は
少
な
く
、

蓄
え
る
必
要
が

無
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
ホ
ー

ム
レ
ス
は
い
な

い
そ
う
で
す
。

亡
命
者
に
も
住
居
を
提
供
し
、

日
本
円
で
６
万
円
く
ら
い
の

生
活
費
を
渡
し
、
健
康
保
険

料
も
無
料
と
の
こ
と
。
ち
な

み
に
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
と

１
年
間
に
日
本
円
で
１
万
円

く
ら
い
の
税
金
が
か
か
る
そ

う
で
す
。
通
訳
で
同
行
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
の
説
明
で
、

日
本
で
は
石
鹸
の
贈
り
物
が

あ
る
が
ド
イ
ツ
で
は
「
あ
な

た
の
体
が
臭
い
の
で
こ
れ
で

洗
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
だ
そ
う
で
、

大
笑
い
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
１
階
が

０
、
２
階
が
１
と
い
う
表
示

式
で
戸
惑
い
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
人
は
ビ
ー
ル
を
た

く
さ
ん
飲
む
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
コ
ー
ヒ
ー
・
ミ
ル

ク
・
水
・
ビ
ー
ル
の
順
だ
そ

う
で
す
。
日
本
人
は
ワ
イ
ン

を
２
・
８
リ
ッ
ト
ル
に
対
し

て
ド
イ
ツ
人
は
２
リ
ッ
ト
ル

だ
そ
う
で
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
で
は
日
本
人
は
２
㎏
で
す

が
、
ド
イ
ツ
人
は
８
㎏
食
べ

る
そ
う
で
す
。

こ
の
演
奏
旅
行
で
合
唱
を

通
し
て
、
福
島
の
今
と
被
曝

者
の
気
持
ち
を
伝
え
る
活
動

に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
大

き
な
収
穫
で
し
た
。

ド
イ
ツ
の
良
さ
を
知
り
、

日
本
の
便
利
さ
を
見
直
す
旅

と
な
り
ま
し
た
。
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

三
鷹
市

山
口

英
衣

草
む
ら
に
ル
ビ
ー
散
り
ば
め
蛇
苺

水
た
た
え
田
は
泥
も
な
く
初
つ
ば
め

プ
レ
ス
踏
む
音
に
明
け
暮
れ
半
夏
生

は
ん
げ
し
ょ
う

江
戸
川

長
沢

常
良

大
川
に
一
雨
来
れ
ば
多
佳
子
の
忌

地
に
近
き
闇
に
音
し
て
驟
雨
来
る

し
ゅ
う
う

潮
境
よ
く
見
へ
る
日
の
夏
燕

西
一
之
江

永
井

嶽

薫
風
や
無
人
駅
舎
に
赤
ポ
ス
ト

げ
ん
げ
田
に
鍬
す
き
起
こ
す
老
夫
婦

校
庭
の
睡
く
な
る
色
桐
の
花

三
郷
市

石
塚

ふ
さ
子

流
れ
雲
広
い
う
な
原
桜
草

五
月
雨
か
す
む
町
並
み
さ
す
光
り

日
も
暮
れ
て
お
く
れ
子
鳥
が
西
へ
行
く

▼
川
柳

南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

所
得
倍
増
税
と
物
価
は
三
倍
増

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
ど
こ
で
も
行
き
ま
す
営
業
で

超
小
物
発
言
撤
回
大
物
振
り

清
新
町

石
川

優

ユ
ニ
ク
ロ
の
ク
ロ
は
ブ
ラ
ッ
ク
低
賃
金

靖
国
へ
皆
で
行
く
か
ら
な
お
恐
い

イ
ス
ラ
ム
を
な
じ
っ
て
五
輪
と
お
ざ
け
る

古
い
ア
ル
バ
ム

―
葛
西
み
な
み
診
療
所

10
周
年
に
当
た
っ
て
―

北
葛
西

中
楯

光
子

（
前
号
は
診
療
所
を
つ
く
る
会
の
旅
行
で

沖
縄
に
行
っ
た
と
き
の
思
い
出
で
し
た
。

そ
の
続
き
を
掲
載
し
ま
す
）

介
護
保
険
制
度
の
開
始
に
と
も

な
い
、
ヘ
ル
パ
ー
講
座
を
開
講
し
、

50
名
程
の
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
修
了
者
を
中
心
に
し
て
、

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
ケ
ア
―
葛
西
」
の
開
設
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

三
番
瀬
で
鳥
の
観
察
会
。
大
鷹

の
優
雅
な
姿
に
み
と
れ
、
潮
の
干

満
に
よ
っ
て
鳥
の
種
類
も
多
様
で
、

そ
の
数
の
多
さ
に
び
っ
く
り
で
す
。

自
然
の
妙
に
、
こ
こ
を
埋
め
た
こ

と
に
怒
り
を
お
ぼ
え
た
も
の
で
す
。

月
１
回
、
友
の
会
の
役
員
宅
で
、

さ
わ
や
か
喫
茶
の
前
身
で
あ
る
食

事
会
を
ひ
ら
い
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
行
船
公
園
の
中
に
あ
る
「
源

心
庵
」
で
、
池
に
泳
ぐ
大
き
な
鯉

を
み
な
が
ら
の
食
事
会
は
、
手
作

り
の
弁
当
が
大
変
な
御
馳
走
に
思

え
た
も
の
で
す
。

年
末
に
は
さ
わ
や
か
喫
茶
の
ス

タ
ッ
フ
に
お
せ
ち
を
作
っ
て
い
た

だ
き
、
ひ
と
り
暮
ら
し
３
人
で
紅

白
歌
合
戦
を
観
な
が
ら
新
し
い
年

を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

古
い
ア
ル
バ
ム
を
め
く
る
と
様
々

な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
宗
教
団
体
に
よ
る
道
理
の

な
い
反
対
運
動
の
な
か
、
地
域
の

た
め
の
診
療
所
が
出
来
て
10
年
。

ア
ル
バ
ム
の
１
頁
・
１
頁
が
、
今

の
大
き
く
な
っ
た
江
戸
川
健
康
友

の
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
、
あ
り
が
と
う
と
つ
ぶ
や
き

ま
し
た
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

祈
る
あ
り
妊
む
か
た
ち
の
土
偶
あ
り
縄
文
の
代
も
強
き
は
を
み
な

モ
ン
ゴ
ル
は
「
元
」
と
い
ふ
国
と
得
意
顔
に
十
歳
の
子
は
頻
り
に
話
す

剣
を
鍬
に
持
ち
換
へ
て
み
よ
世
界
の
人
よ
と
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
叫
び
て
唄
ふ

エッセイ

友の会食事会。

中楯さん(右から4人目)宅で

写真：長谷川千恵子さん寄贈

ドイツ・ホーフ市で

毎
月
第
４
土
曜
日
に
友
の
会
う
た
ご
え
喫
茶
で
歌
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
小
永
井
万
知
子
さ
ん
が
日
本
の
う
た

ご
え
合
唱
団
の
一
員
と
し
て
、
３
月
に
ド
イ
ツ
演
奏
旅
行
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
旅
行
記
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

消
費
税
19
％
で
食
料
は
7
％

行
き
届
い
て
い
る
福
祉
制
度

日
本
の
う
た
ご
え
合
唱
団
・
ド
イ
ツ
公
演
に
参
加
し
て

小
永
井

万
知
子
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唄えば生き生き元気

●毎月 第４土曜日

14:00～

●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

参加無料です。

うたごえ喫茶

楽しく体を動かそう！

●毎月 第２木曜日

第４木曜日

●10時30分～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費：２００円

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９時３０分集合出発

●コースは、参加者の希
望で決めています。雨

天中止。直接集合場所

楽しく元気になれる

あなたの居場所

●毎週 月曜日

●食事代６００円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく歌って
おしゃべりしましょう

●毎月 第３金曜日

14時～16時

●6月はお休みです。

●新小岩診療所３階

会議室（松島4-27-2
℡・3651-2944）

囲碁・将棋クラブ 健康づくりウォーキングアミティエ
コカリナ
サークル

木の音色を奏でませんか

●毎月 第１･３(木)

10時より

●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

●入会、見学いつでも

どうぞ。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●場所 新小岩診療所

２Ｆ友の会室

●参加無料です。

みなさんの参加をお

待ちしております。

北
に
堅
川
（
現
立
川
）
、
東
に

大
横
川
が
流
れ
て
い
た
墨
田
区
の

南
西
部
、
本
所
菊
川
が
私
の
ふ
る

さ
と
で
す
。

本
所
は
江
戸
元
禄
年
間
に
は
宅

地
化
が
進
み
、
明
治
時
代
に
は
工

業
化
も
進
み
ま
す
が
、
関
東
大
震

災
で
焼
か
れ
、
東
京
大
空
襲
で
火

の
海
、
焼
け
野
原
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
、
本
所
区
と
向
島
区
が
合
併

し
、
現
在
の
墨
田
区
と
な
り
ま
し

た
。私

の
父
の
両
親
と
幼
い
弟
妹
は

三
月
十
日
の
空
襲
で
亡
く
な
り
、

父
は
戦
地
か
ら
帰
っ
て
、
残
っ
た

二
人
の
弟
妹
と
菊
川
の
借
地
に
建

て
た
家
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
群

馬
県
藤
岡
の
農
家
の
長
女
と
結
婚
、

翌
年
（
昭
二
五
）
私
が
、
次
の
年

弟
が
生
ま
れ
、
結
婚
で
西
葛
西
に

移
る
ま
で
を
過
ご
し
ま
し
た
。

家
の
北
隣
は
鉄
工
所
、
南
隣
は
家

内
工
業
の
セ
ル
ロ
イ
ド
加
工
所
、

父
は
家
の
裏
側
の
日
石
ド
ラ
ム
缶

工
場
で
酸
素
溶
接
の
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。

竪
川
の
北
側
か
ら
総
武
線
に
か

け
て
の
緑
町
、
石
原
町
の
辺
り
に

は
金
属
鋼
材
関
係
の
商
店
が
多
く
、

菊
川
の
辺
り
は
、
木
、
竹
材
を
商

う
材
木
商
、
製
材
所
、
木
工
所
、

銘
木
店
が
並
び
、
運
送
店
も
あ
り

ま
し
た
。

未
舗
装
の
道
路
を
丸
正
運
送
の

荷
馬
車
が
走
り
、
時
々
空
の
荷
台

に
近
所
の
子
達
と
乗
せ
て
も
ら
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
大
横
川
に

は
丸
太
の
筏
が
沢
山
浮
か
び
、
格

好
の
遊
び
場
で
し
た
。
か
く
れ
ん

ぼ
で
材
木
倉
庫
置
き
場
に
入
る
と
、

夏
で
も
ひ
ん
や
り
涼
し
く
、
木
の

香
り
が
何
と
も
い
え
ず
、
今
で
も

蘇
っ
て
き
ま
す
。
近
所
の
運
送
店

に
テ
レ
ビ
が
き
た
時
は
夕
方
近
所

の
子
ら
と
相
撲
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
ま
た
父
は
シ
ー
ツ
で
代
用
し

た
ス
ク
リ
ー
ン
に
幻
灯
機
で
ま
ん

が
を
映
し
ま
し
た
。
大
横
川
の
柳

橋
か
ら
見
る
隅
田
川
の
花
火
、
月

一
回
の
榎
稲
荷
の
縁
日
も
子
供
の

頃
の
楽
し
み
で
し
た
。

木
の
香
り
と
、
製
材
所
や
工
場

の
モ
ー
タ
ー
の
唸
る
音
が
混
ざ
る

生
産
と
生
業
の
菊
川
の
街
も
、
多

く
の
材
木
商
が
新
木
場
へ
、
更
に

千
葉
方
面
へ
と
移
転
し
、
ビ
ル
や

マ
ン
シ
ョ
ン
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

私のふるさと

木
の
香
り
、モ
ー
タ
ー
の
音

生
業
の
街

本
所
菊
川

さわやか喫茶着物リメイクの会

墨田区

西葛西 涌井純子

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日(第２を除く）

と第２土曜日

●午前10時～午後３時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料、お昼持参下さい

おしゃべり喫茶小物作りサークル

季節に合わせた小物

を作りましょう

●毎月 第３月曜日

14時～16時

●新小岩診療所３階

会議室（松島4-27-2

℡・3651-2944）

大横川 遠方の鉄橋は総武線

「
医
師
・
看
護
師
・
介
護

士
増
や
せ
」
「
安
全
・
安
心

な
医
療
・
介
護
の
実
現
」
を

求
め
て
、
今
年
も
５
月

11

日
に
白
衣
の
浅
草
宣
伝
行
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
し
た
が
、
職
員
や
看

護
師
さ
ん
、
友
の
会
な
ど
２

０
０
人
以
上
が
雷
門
前
で
宣

伝
・
署
名
行
動
に
参
加
し
ま

し
た
。

「
長
時
間
勤
務
、
夜
勤
が

多
く
、
少
人
数
態
勢
で
負
担

が
重
い
」
「
時
間
短
縮
で
利

用
者
さ
ん
の
生
活
の
質
を
あ

げ
る
た
め
に
も
介
護
保
険
の

改
善
を
」
と
、
現
場
か
ら
の

声
が
次
々
と
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。「

私
た
ち
も
看
護
学
生
で

す
」
と
署
名
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
４
１
３
筆
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

浅
草
行
動
に
は
江
戸
川
友

の
会
か
ら
も
６
名
が
参
加
。

参
加
の
会
員
の
み
な
さ
ん
、

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

医
師
・看
護
師
・介
護
士
増
や
し
て

白
衣
の
２
０
０
名

雷
門
前
で
署
名
行
動

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
、

憲
法
９
条
と
非
核
三
原
則
の

輝
く
日
本
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
原
水
爆
禁
止
国
民
平

和
行
進
２
０
１
３
」
が
５
月

６
日
に
江
東
区
の
「
夢
の
島
・

第
五
福
竜
丸
展
示
館
」
前
か

ら
出
発
し
ま
し
た
。
こ
の
行

進
は
、
８
月
６
日
の
「
ヒ
ロ

シ
マ
原
爆
の
日
」
に
向
け
て

90
日
間
か
け
て
歩
き
続
け
ま

す
。
全
コ
ー
ス
を
通
し
て
行

進
す
る
の
は
４
人
、
そ
の
１

人
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
参
加

す
る
女
性
マ
ラ
ヤ
・
フ
ァ
ブ

ロ
ス
さ
ん
（
24
才
）
で
す
。

江
戸
川
友
の
会
か
ら
八
巻
登

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

江
戸
川
区
は
７
月
23
日

江
戸
川
区
の
平
和
行
進
は
７

月

23
日
（
火
）
17
時

30
分

小
岩
ア
ー
バ
ン
プ
ラ
ザ
に
集

合
し
、
千
葉
県
よ
り
引
継
ぎ
、

江
戸
川
区
役
所
ま
で
行
進
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
を

平
和
行
進
が
夢
の
島
を
出
発

核兵器の廃絶を求め、広島に向け

て出発した2013年国民平和大行進

松
島

五
十
川
と
み
こ

松
島

村
野
と
し
子

雨模様の中、署名を訴える友の会の人々

開設一ヶ月 友の会一之江

のべ49名の方が参加しました。パソコン、

レインボー体操（ストレッチ）、手芸、お

しゃべり。それぞれの好みでゆったりとし

た時を過しています。

レインボー体操は会話も楽しく、皆が笑

顔で筋肉がほぐれていきます。６月の予定

は６日(木）、20日(木）です
レインボー体操で身体をほぐします



ド
イ
ツ
公
演
は
二
つ
の
街

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
つ

目
は
東
南
部
チ
ェ
コ
と
国
境

を
接
す
る
ホ
ー
フ
市
。
人
口

５
万
ほ
ど
の
小
さ
な
都
市
。

二
つ
目
は
ラ
イ
ン
川
下
流

の
工
業
地
帯
の
都
市
、
テ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
。
人
口
も
ホ
ー

フ
市
の
10
倍
以
上
の
57
万
人
。

芸
術
の
街
と
し
て
も
栄
え
、

ハ
イ
ネ
や
シ
ュ
ー
マ
ン
な
ど

が
活
躍
し
た
街
。

そ
れ
ぞ
れ
地
元
合
唱
団
と

の
共
演
が
実
現
し
、
ホ
ー
フ

で
は
、
反
原
発
活
動
家
と
地

中
熱
の
研
究
者

を
招
い
て
環
境

問
題
の
学
習
会

を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ホ
ー
フ
室
内

合
唱
団
は
15
人

で
歌
い
手
の
ピ
ッ
チ
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
し
た
。

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
合
唱

団
は
50
人
を
超
え
る
年
齢
層

の
幅
広
い
合
唱
団
で
訓
練
さ

れ
た
声
も
あ
る
が
、
多
く
は

そ
の
ま
ま
の
声
を
出
し
て
歌
っ

て
い
ま
し
た
。

演
奏
会
の
第
二
部
で
は

「
フ
ル
サ
ト
」
「
鐘
」
「
石
」

な
ど
合
唱
。
司
会
者
の
口
か

ら
「
フ
ク
シ
マ
」
「
ヒ
ロ
シ

マ･

ナ
ガ
サ
キ
」
と
い
う
言
葉

が
で
る
と
客
席
の
空
気
が
変

り
、
曲
の
解
説
に
う
な
づ
い

た
り
、
涙
ぐ
み
な
が
ら
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
の

合
同
演
奏
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
。
会
場

の
人
た
ち
の
思
い
が
ひ
と
つ

に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。５

泊
７
日
の
旅
で
ド
イ
ツ

社
会
の
生
活
状
況
も
少
し
わ

か
り
ま
し
た
。
消
費
税
は
19

％
で
す
が
、
食
料
品
な
ど
は

７
％
。
お
み
や
げ
品
の
買
い

物
レ
シ
ー
ト
を
見
た
ら
19
％

と
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
が
行
き
届
い
て
い
る

の
で
老
後
の
心

配
は
少
な
く
、

蓄
え
る
必
要
が

無
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
ホ
ー

ム
レ
ス
は
い
な

い
そ
う
で
す
。

亡
命
者
に
も
住
居
を
提
供
し
、

日
本
円
で
６
万
円
く
ら
い
の

生
活
費
を
渡
し
、
健
康
保
険

料
も
無
料
と
の
こ
と
。
ち
な

み
に
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
と

１
年
間
に
日
本
円
で
１
万
円

く
ら
い
の
税
金
が
か
か
る
そ

う
で
す
。
通
訳
で
同
行
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
の
説
明
で
、

日
本
で
は
石
鹸
の
贈
り
物
が

あ
る
が
ド
イ
ツ
で
は
「
あ
な

た
の
体
が
臭
い
の
で
こ
れ
で

洗
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
だ
そ
う
で
、

大
笑
い
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
１
階
が

０
、
２
階
が
１
と
い
う
表
示

式
で
戸
惑
い
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
人
は
ビ
ー
ル
を
た

く
さ
ん
飲
む
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
コ
ー
ヒ
ー
・
ミ
ル

ク
・
水
・
ビ
ー
ル
の
順
だ
そ

う
で
す
。
日
本
人
は
ワ
イ
ン

を
２
・
８
リ
ッ
ト
ル
に
対
し

て
ド
イ
ツ
人
は
２
リ
ッ
ト
ル

だ
そ
う
で
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
で
は
日
本
人
は
２
㎏
で
す

が
、
ド
イ
ツ
人
は
８
㎏
食
べ

る
そ
う
で
す
。

こ
の
演
奏
旅
行
で
合
唱
を

通
し
て
、
福
島
の
今
と
被
曝

者
の
気
持
ち
を
伝
え
る
活
動

に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
大

き
な
収
穫
で
し
た
。

ド
イ
ツ
の
良
さ
を
知
り
、

日
本
の
便
利
さ
を
見
直
す
旅

と
な
り
ま
し
た
。
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

三
鷹
市

山
口

英
衣

草
む
ら
に
ル
ビ
ー
散
り
ば
め
蛇
苺

水
た
た
え
田
は
泥
も
な
く
初
つ
ば
め

プ
レ
ス
踏
む
音
に
明
け
暮
れ
半
夏
生

は
ん
げ
し
ょ
う

江
戸
川

長
沢

常
良

大
川
に
一
雨
来
れ
ば
多
佳
子
の
忌

地
に
近
き
闇
に
音
し
て
驟
雨
来
る

し
ゅ
う
う

潮
境
よ
く
見
へ
る
日
の
夏
燕

西
一
之
江

永
井

嶽

薫
風
や
無
人
駅
舎
に
赤
ポ
ス
ト

げ
ん
げ
田
に
鍬
す
き
起
こ
す
老
夫
婦

校
庭
の
睡
く
な
る
色
桐
の
花

三
郷
市

石
塚

ふ
さ
子

流
れ
雲
広
い
う
な
原
桜
草

五
月
雨
か
す
む
町
並
み
さ
す
光
り

日
も
暮
れ
て
お
く
れ
子
鳥
が
西
へ
行
く

▼
川
柳

南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

所
得
倍
増
税
と
物
価
は
三
倍
増

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
ど
こ
で
も
行
き
ま
す
営
業
で

超
小
物
発
言
撤
回
大
物
振
り

清
新
町

石
川

優

ユ
ニ
ク
ロ
の
ク
ロ
は
ブ
ラ
ッ
ク
低
賃
金

靖
国
へ
皆
で
行
く
か
ら
な
お
恐
い

イ
ス
ラ
ム
を
な
じ
っ
て
五
輪
と
お
ざ
け
る

古
い
ア
ル
バ
ム

―
葛
西
み
な
み
診
療
所

10
周
年
に
当
た
っ
て
―

北
葛
西

中
楯

光
子

（
前
号
は
診
療
所
を
つ
く
る
会
の
旅
行
で

沖
縄
に
行
っ
た
と
き
の
思
い
出
で
し
た
。

そ
の
続
き
を
掲
載
し
ま
す
）

介
護
保
険
制
度
の
開
始
に
と
も

な
い
、
ヘ
ル
パ
ー
講
座
を
開
講
し
、

50
名
程
の
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
修
了
者
を
中
心
に
し
て
、

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
ケ
ア
―
葛
西
」
の
開
設
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

三
番
瀬
で
鳥
の
観
察
会
。
大
鷹

の
優
雅
な
姿
に
み
と
れ
、
潮
の
干

満
に
よ
っ
て
鳥
の
種
類
も
多
様
で
、

そ
の
数
の
多
さ
に
び
っ
く
り
で
す
。

自
然
の
妙
に
、
こ
こ
を
埋
め
た
こ

と
に
怒
り
を
お
ぼ
え
た
も
の
で
す
。

月
１
回
、
友
の
会
の
役
員
宅
で
、

さ
わ
や
か
喫
茶
の
前
身
で
あ
る
食

事
会
を
ひ
ら
い
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
行
船
公
園
の
中
に
あ
る
「
源

心
庵
」
で
、
池
に
泳
ぐ
大
き
な
鯉

を
み
な
が
ら
の
食
事
会
は
、
手
作

り
の
弁
当
が
大
変
な
御
馳
走
に
思

え
た
も
の
で
す
。

年
末
に
は
さ
わ
や
か
喫
茶
の
ス

タ
ッ
フ
に
お
せ
ち
を
作
っ
て
い
た

だ
き
、
ひ
と
り
暮
ら
し
３
人
で
紅

白
歌
合
戦
を
観
な
が
ら
新
し
い
年

を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

古
い
ア
ル
バ
ム
を
め
く
る
と
様
々

な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
宗
教
団
体
に
よ
る
道
理
の

な
い
反
対
運
動
の
な
か
、
地
域
の

た
め
の
診
療
所
が
出
来
て
10
年
。

ア
ル
バ
ム
の
１
頁
・
１
頁
が
、
今

の
大
き
く
な
っ
た
江
戸
川
健
康
友

の
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
、
あ
り
が
と
う
と
つ
ぶ
や
き

ま
し
た
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

祈
る
あ
り
妊
む
か
た
ち
の
土
偶
あ
り
縄
文
の
代
も
強
き
は
を
み
な

モ
ン
ゴ
ル
は
「
元
」
と
い
ふ
国
と
得
意
顔
に
十
歳
の
子
は
頻
り
に
話
す

剣
を
鍬
に
持
ち
換
へ
て
み
よ
世
界
の
人
よ
と
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
叫
び
て
唄
ふ

エッセイ

友の会食事会。

中楯さん(右から4人目)宅で

写真：長谷川千恵子さん寄贈

ドイツ・ホーフ市で

毎
月
第
４
土
曜
日
に
友
の
会
う
た
ご
え
喫
茶
で
歌
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
小
永
井
万
知
子
さ
ん
が
日
本
の
う
た

ご
え
合
唱
団
の
一
員
と
し
て
、
３
月
に
ド
イ
ツ
演
奏
旅
行
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
旅
行
記
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

消
費
税
19
％
で
食
料
は
7
％

行
き
届
い
て
い
る
福
祉
制
度

日
本
の
う
た
ご
え
合
唱
団
・
ド
イ
ツ
公
演
に
参
加
し
て

小
永
井

万
知
子
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４
月
28
日
、
午
後
か
ら
区

内
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
参

加
し
ま
し
た
。

街
路
樹
等
、
緑
化
の
状
況

と
自
転
車
道
路
・
レ
ー
ン
の

実
態
を
見
て
回
る
と
い
う
も

の
で
、
友
の
会
と
公
害
患
者

会
、
江
戸
川
大
気
汚
染
を
な

く
す
会
の
共
同
企
画
。
今
回

で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

前
回
は
、
一
昨
年
の
大
震

災
の
直
後
に
実
施
し
、
同
行

予
定
だ
っ
た
都
の
職
員
の
方

は
震
災
対
応
で
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
都
の

公
園
緑
地
課
か
ら
２
名
の
職

員
も
参
加
し
、
合
計
で
30
名

が
大
型
バ
ス
に
乗
っ
て
、
区

内
と
江
東
区
の
一

部
（
葛
西
み
な
み

診
療
所
↓
環
七
通

り
↓
新
大
橋
通
り

↓
京
葉
道
路
↓
千

葉
街
道
↓
環
七
通

り
↓
京
葉
道
路
↓

船
堀
街
道
↓
清
砂

大
橋
通
り
↓
左
近

通
り
↓
葛
西
み
な

み
診
療
所
）
を
巡

り
ま
し
た
。
車
中
、

要
所
・
要
所
で
は

バ
ス
か
ら
降
り
て
、
大
気
汚

染
を
な
く
す
会
の
大
越
稔
秋

さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
。
毎
回
、

大
越
さ
ん
の
博
識
と
熱
意
に

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

街
路
樹
の
充
実
に
は
、
都

も
江
戸
川
区
も
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
落
葉

樹
が
多
く
、
大
気
浄
化
と
災

害
時
の
延
焼
防
止
の
観
点
か

ら
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
後
の
懇

談
会
で
は
常
緑
樹
へ
の
切
り

替
え
を
要
請
し
ま
し
た
。
ま

た
、
せ
っ
か
く
植
え
た
中
木

に
枯
れ
た
も
の
が
か
な
り
あ
っ

た
り
、
場
所
に
よ
り
、
緑
化

の
程
度
に
随
分
差
が
あ
っ
た

り
、
ま
だ
ま
だ
改
善
が
必
要

の
よ
う
で
す
。

自
転
車
道
路
に
つ
い
て
は
、

本
当
に
こ
れ
か
ら
と
い
う
状

態
。
整
備
さ
れ
て
い
る
道
路

が
絶
対
的
に
少
な
い
上
、
自

転
車
レ
ー
ン
が
あ
っ
て
も
、

狭
す
ぎ
て
、
怖
く
て
利
用
し

た
く
な
い
よ
う
な
場
所
や
駐

車
が
多
い
な
ど
。
自
転
車
利

用
者
の
マ
ナ
ー
の
問
題
も
含

め
、
課
題
は
大
き
い
と
再
認

識
し
ま
し
た
。
（
太
田
）

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助け

になるのです。

なぎさ薬局
TEL03- 56 79- 71 37／ FAX03-5679-7138

昨年から全国で風疹が流行しています。昨年 1

年間の報告数は約 2400 人(一昨年の 6 ～ 7 倍)、今

年は 4月現在で約 4800 人に達しています。ワクチ

ン接種があまりできなかった 20 ～ 40 代の男性が

流行の中心です。風疹ワクチンの定期予防接種は

昭和 52 年度から開始されましたが、当時は予防接

種の対象が中学生の女子のみであったことが主な

原因のようです。

風疹は風疹ウイルスによる感染症です。発熱、

リンパ節の腫れ、顔面から始まる全身性の発疹(３

～ 5 日で消えます)が主な症状です。感染経路は咳

やくしゃみによる飛沫感染です。潜伏期は２～３

週です。発疹出現数日前～出現後 7 日間は感染の

可能性があり、発疹が消えるまで登校停止になり

ます。

診断は採血で風疹抗体が検出されれば可能です

が時間がかかるので、実際には臨床症状や流行状

況にて判断します。

風疹に対する特効薬はなく、解熱剤など対症療

法になります。

予防としては、とにかくうがい・手洗いをしっ

かりしましょう。麻疹と風疹の混合ワクチン（Ｍ

Ｒワクチン）をⅠ期（生後 12ヶ月～ 24ヶ月）、Ⅱ

期(5 歳～ 7 歳で小学校入学前)、Ⅲ期(中学１年)、

Ⅳ期(高校３年)にうちます。

妊娠早期の風疹感染にて先天性風疹症候群(難聴、

視力障害、心臓病など)が起こる可能性があります。

罹患歴やワクチン接種歴が不明の場合は、妊娠前

の風疹抗体検査が必要です。抗体陰性の場合はワ

クチン接種をすべきです。

19 歳以上の方で、妊娠を

予定又は希望している方

や妊娠している女性の夫

(子の父親)は無料となり

ます。

編
集
後
記

▼
「
友
の
会
だ
よ
り
」
の
４･

５
ペ
ー

ジ
の
下
欄
は
、
う
た
ご
え
喫
茶
を
は

じ
め
各
サ
ー
ク
ル
や
集
ま
り
の
案
内

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
友
の

会
が
一
つ
に
な
っ
た
２
年
ぐ
ら
い
前

か
ら
一
つ
二
つ
と
増
え
、
い
つ
の
間

に
か
、
案
内
の
定
位
置
に
▼
間
違
っ

た
日
に
ち
を
掲
載
し
て
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
も
度
々
。
ほ
ん
と

に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
れ

だ
け
良
く
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
が
判
り
編
集
部
と
し
て
嬉
し
い

こ
と
で
す
▼
私
も
参
加
し
て
い
る
着

物
リ
メ
イ
ク
で
は
次
々
新
し
い
方
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
縫
い
物
好
き
が
結

構
多
い
よ
う
で
ほ
ん
と
に
楽
し
そ
う

に
や
っ
て
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と
に

夢
中
に
な
れ
る
っ
て
健
康
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
▼
最
近
で

き
た
一
之
江
の
た
ま
り
場
で
も
小
物

作
り
や
体
操
を
定
期
的
に
始
め
ま
し

た
▼
サ
ー
ク
ル
が
増
え
る
の
は
友
の

会
活
動
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る

証
明
で
す
。

（
森
岡
）

役立つ健康メモ⑩

「風疹（三日ばしか）」

新小岩診療所 田村倫朗

落
葉
樹
か
ら

常
緑
樹
へ
の

切
り
替
え
を

―
第
３
回
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
―

都の職員と懇談会

原
水
爆
禁
止
江
戸
川
協
議
会

（
江
戸
川
原
水
協
）
２
０
１
３

年
度
の
総
会
が
５
月
17
日
江

戸
川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ひ
ら
か

れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
①
２
０
１
５
年
４

月
ま
で
核
兵
器
を
な
く
す
ア
ピ
ー

ル
署
名
９
万
筆
（
区
民
の

15

％
）
を
集
め
る
。
②
国
民
平
和

行
進
を
成
功
さ
せ
、
原
水
禁
世

界
大
会･

長
崎
大
会
に
多
数
の

区
民
参
加
を
呼
び
か
け
る
。
③

原
発
ゼ
ロ
、
放
射
能
被
害
根
絶

め
ざ
ず
活
動
を
す
す
め
る
。
④

被
爆
者
を
支
援
し
、
戦
争
展
を

成
功
さ
せ
る
。
⑤
３
・
１
ビ
キ

ニ
デ
ー
集
会
の
意
義
を
知
ら
せ
、

区
民
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
な

ど
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。総

会
終
了
後
は
、
日
本
原
水

協
の
土
田
弥
生
さ
ん
の
講
演

「
大
き
く
前
進
す
る
世
界
の
核

兵
器
廃
絶
運
動
―
私
た
ち
の
課

題
」
を
き
き
ま
し
た
。
３
月
に

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
都
オ
ス
ロ
に

「
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
問
い
、

核
兵
器
を
禁
止
す
る
流
れ
を
加

速
さ
せ
よ
う
」
と
集
ま
っ
た
、

世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
政
府
代
表
に

よ
る
国
際
会
議
で
の
内
容
を
中

心
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
重
要
な
の
は
「
非
人
道
性

の
流
れ
を
市
民
社
会
に
訴
え
る

こ
と
」
だ
と
、
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

核
兵
器
な
く
す
署
名
を
広
げ
よ
う

〜
江
戸
川
原
水
協
が
総
会
〜

環七通り、街路樹について説明する大越さん(左）
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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 久保田 折茂 久保田 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 久保田 久保田 折茂

小

児

科

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
江戸川区南葛西２－１２－１

かさい保健医療福祉ビル４Ｆ

電話・5679-7 13 0 FAX・5679-7131

郵便振替口座番号：00170-8-393711

2013年 6月10日 第30号

８

◆休診日は日曜・祭日・年末年始（12月30日～１月３日）
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 内科 松村所長 畔上 松村所長
大島(皮膚科）

松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長
皮膚のみ11：

30受付終了

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30

分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

中村麻理衣
(糖尿病・内科)
糖尿病は予約制

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗
(内科)
恩田圭司
(整形)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
高宮智正
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

中島孝敏
(内科)
榎本信行
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

恩田圭司
(整形)

休診
大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 原野 元田

午後
14時～17時

神山
(糖尿病)

高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口
↓

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑
バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井街道

一之
江駅

浦安方面→内

科

市川方面→

本八
幡方
面→

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、
５
月

19
日
に
栃
木
県
の
益
子
町
へ
日
帰

り
の
い
ち
ご
狩
り
バ
ス
旅
行
を
行

な
い
ま
し
た
。

松
島
中
央
、
葛
西
地
域
を
中
心

に
バ
ス
２
台
で
85
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

前
日
の
雨
天
予
想
を
く
つ
が
え

し
、
好
天
に
恵
ま
れ
て
気
分
そ
う

快
で
バ
ス
は
出
発
。
ガ
イ
ド
さ
ん

の
コ
ー
ス
案
内
を
受
け
な
が
ら
歌

集
を
手
に
「
青
い
山
脈
」
の
歌
声

が
は
ず
み
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
益
子
町
へ
。

酒
蔵
見
学
や
益
子
随
一
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
益
子
焼
共

販
セ
ン
タ
ー
」
で
買
物
。
そ
し

て
う
っ
そ
う
と
茂
っ
た
木
々
と

み
ど
り
の
中
で
の
「
ホ
テ
ル
益

子
館
」
で
お
食
事
と
入
浴
を
楽

し
ん
だ
あ
と
、
全
国
一
生
産
量

を
誇
る
「
Ｊ
Ａ
は
が
野
い
ち
ご

団
地
」
へ
。
生
産
農
家
の
案
内

で
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
へ
到
着
。
完

熟
の
「
と
ち
お
と
め
」
の
食
べ
放

題
。
20
ヶ
は
軽
く
、
40
ヶ
は
食
べ

た
か
な
あ
と
い
う
人
も
。

販
売
所
で
摘
み
た
て
の
い
ち
ご
を

お
み
や
げ
に
帰
路
へ
。

日
帰
り
は
手
軽
な
旅
で
参
加
し

や
す
い
、
緑
い
っ
ぱ
い
で
心
身
が

清
め
ら
れ
た
感
じ
、
何
だ
か
優
し

い
心
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
、
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
と
焼
き
物
の
里
・益
子
町
へ

友
の
会
が
日
帰
り
バ
ス
旅
行

い
ち
ご
狩
り
旅
行
が
縁
で

知
り
合
っ
た
大
正
1 5
年

生
ま
れ

い
ち
ご
狩
り
バ
ス
旅
行
が
縁
で

知
り
合
っ
た
、
猿
田
た
け
よ
さ
ん
、

伊
藤
照
子
さ
ん
、
小
池
文
子
さ
ん

の
３
人
が
大
正

15
年
生
れ
（
ト

ラ
年
）
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、

「
ト
ラ
の
会
」
で
も
作
っ
て
交
流

し
よ
う
…
と
話
し
が
は
ず
み
ま
し

た
。
３
人
は
来
年
「
米
寿
」
を
迎

え
ま
す
。
友
の
会
々
員
の
中
に
も

ト
ラ
年
生
れ
の
方
が
い
る
と
思
う

の
で
「
ト
ラ
の
会
」
づ
く
り
を
呼

び
か
け
よ
う
よ
…
と
の
声
が
出
て

い
る
そ
う
で
す
。

次
の
週
（
５
／
27
）
の
さ
わ
や

か
喫
茶
で
「
私
も
大
正
15
年
生

れ
ヨ
」
と
声
を
か
け
た
佐
久
間

ク
ニ
子
さ
ん
（
左
）
と
猿
田
た

け
よ
さ
ん
、
伊
藤
照
子
さ
ん
。

いちごハウスの中で。甘いかな？

益子焼共販センター前の狸の焼き物と一緒に

この茶碗いいね…


